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１．経営成績等の概況 

 

（１）経営成績の概況 
 

平成28年度のわが国経済を顧みますと、各種経済政策の効果等を背景に企業収益や雇用・所得

環境などに改善の動きがみられた一方、個人消費は伸び悩んでおり、景気は緩やかな回復にとど

まりました。    

新潟県経済につきましては、生産面に一部弱めの動きがみられ、個人消費も力強さを欠いた状

況にありますが、設備投資は緩やかな増加基調にあるほか雇用環境も改善がすすむなど、総じて

みれば持ち直しの動きを続けてきました。 

金融環境につきましては、前期末に16,758円だった日経平均株価の終値は、英国の国民投票の

結果をうけた円高等の影響から、28年６月には一時14,952円となりましたが、米国新政権の経済

運営に対する期待感などから、その後は上昇が続き、期末には18,909円となりました。 

また、長期金利の指標となる新発10年国債利回りは、日銀のマイナス金利政策の影響で28年度

を通じて概ねゼロ％前後での推移となりました。    

このような環境のなか、当行では、第18次となる長期経営計画（計画期間：平成26年４月～平

成29年３月）にもとづく取組みをすすめてまいりました。 

連結経営成績につきましては、連結経常収益は、貸出金利息や金融派生商品収益の減少などか

ら、前年同期比96億12百万円減少し482億６百万円となりました。連結経常費用は、国債等債券

売却損の減少などから、前年同期比56億62百万円減少し390億56百万円となりました。この結果、

連結経常利益は前年同期比39億50百万円減少し91億49百万円となりました。また、親会社株主に

帰属する当期純利益は前年同期比10億57百万円減少し67億９百万円となりました。 

なお、当行単体では、経常収益は前年同期比97億53百万円減少し425億62百万円、経常費用は

前年同期比59億71百万円減少し342億35百万円、経常利益は前年同期比37億83百万円減少し83億

26百万円となりました。また、当期純利益は前年同期比６億25百万円減少し67億７百万円となり

ました。 

事業別セグメントの業績につきましては、「銀行業」の経常収益は425億０百万円、セグメン

ト利益は82億61百万円となりました。「リース業」の経常収益は54億89百万円、セグメント利益

は７億64百万円、「信用保証業」の経常収益は12億90百万円、セグメント利益は９億73百万円と

なりました。 

また、連結自己資本比率は、利益により内部留保は増加した一方、貸出金への取組強化などか

らリスクアセットが増加し、8.99％（単体8.45％）となりました。 

当行では、「最適なソリューションを通じて、お客さまとの共通価値を創出し、地元の発展に

力を尽くす銀行」を経営目標とする第19次長期経営計画（計画期間：平成29年４月～平成32年３

月）をスタートさせております。 

平成29年度は、第19次長期経営計画にもとづく施策を着実にすすめることにより、通期の連結

経常利益は63億円（単体63億円）、親会社株主に帰属する当期純利益は45億円（単体当期純利益

45億円）を見込んでおります。 

 

 

（２）財政状態の概況 
 
（資産、負債及び純資産の状況） 

当期末の連結財政状態につきましては、総資産は前年同期末比243億円増加し２兆7,291億円、

負債は前年同期末比263億円増加し２兆6,131億円、純資産は前年同期末比20億円減少し1,159億

円となりました。 

主要勘定につきましては、預金等（譲渡性預金を含む）は、個人及び法人預金が増加したこと

などから、前年同期末比769億円増加し、期末残高は２兆4,661億円となりました。貸出金は、個

人及び国・地方公共団体向けが増加したことなどから、前年同期末比304億円増加し、期末残高

は１兆5,371億円となりました。有価証券は、前年同期末比566億円増加し、期末残高は9,927億

円となりました。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当期の連結キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは

預金の増加などにより270億円の流入となりました。また、投資活動によるキャッシュ・フロー

は有価証券の取得が売却・償還を上回ったことなどにより881億円の流出、財務活動によるキャ

ッシュ・フローは劣後特約付借入金の返済や配当金の支払などにより34億円の流出となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前年同期末比645億円減少し1,272億円となり

ました。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 
 

利益配分につきましては、財務体質強化と自己資本比率向上のため、内部留保の充実を図りつ

つ、株主重視の観点から安定的な配当を継続することを基本方針としております。 

当期の配当金につきましては、期末配当は公表どおり１株あたり30円とさせていただきます。 

なお、中間配当につきましては、平成28年10月１日付の株式併合（普通株式10株を１株に併合）

前の基準となるため、１株あたり３円とさせていただきました。 

また、次期の配当金につきましては、１株あたり中間配当30円、期末配当30円とし、年間での

配当を60円とさせていただく予定です。 
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２．企業集団の状況

（１）事業の内容

当行グループ（当行及び当行の関係会社）は、当期末において当行及び連結子会社４社で構成さ

れ、銀行業務を中心に、リース業務、信用保証業務、クレジットカード業務などの金融サービスに

係る事業を行っております。

当行グループの事業に関わる位置づけは次のとおりです。なお、事業の区分は「４．連結財務諸

表及び主な注記 （５）連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報）」に掲げるセグメントの

区分と同一であります。

〔銀行業〕

当行の本店ほか支店83カ店において、預金業務、貸出業務、商品有価証券売買業務、有価証券投

資業務、投資信託・保険の窓販業務、内国為替業務、外国為替業務等を行っており、当行グループ

の中心業務と位置づけております。

〔リース業〕

北越リース株式会社において、リース業務を行っております。

〔信用保証業〕

北越信用保証株式会社、北越カード株式会社において、信用保証業務を行っております。

〔その他〕

主な業務は、北越カード株式会社のクレジットカード業務、株式会社ホクギン経済研究所の経済

・社会に関する調査研究・情報提供などであります。

以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。

（事業系統図）

銀 行 業 本店ほか支店83ヵ店

北

リ ー ス 業 関係会社 北越リース株式会社

越

銀 信用保証業 関係会社 北越信用保証株式会社

北越カード株式会社の信用保証業務

行

そ の 他 関係会社 北越カード株式会社のクレジットカード業務等

株式会社ホクギン経済研究所

（経済・社会に関する調査研究・情報提供）

（注） 記載されている関係会社はすべて当行の連結子会社であります。
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（２） 関係会社の状況 

 

名称 住所 

資本金 
又は 
出資金 

(百万円) 

主要な事業 
の内容 

議決権の 
所有割合 
(％) 

当行との関係内容 

役員の 
兼任等 
(人) 

資金 
援助 

営業上 
の取引 

設備の 
賃貸借 

業務 
提携 

(連結子会社)        

北越リース株 
式会社 

新潟県 
長岡市 

100 リース業 
100.0 

(―)
3 
(1)

― 
金銭貸借 
リース取引 
預金取引 

当行より 
建物の一 
部賃借 

― 

北越カード株 
式会社 

新潟県 
長岡市 

20 

信用保証業 
その他(クレジ 
ットカード業 
務) 

100.0 
(―)

3 
(1)

― 

金銭貸借 
信用保証 
取引 
預金取引 

当行へ土
地の一部
賃貸 

― 

北越信用保証 
株式会社 

新潟県 
長岡市 

210 信用保証業 
100.0 

(―)
3 
(1)

― 
信用保証 
取引 
預金取引 

― ― 

株式会社ホク 
ギン経済研究 
所(注)６ 

新潟県 
長岡市 

30 

その他(経済・ 
社会に関する 
調査研究・情 
報提供) 

50.0 
(45.0)

4 
(1)

― 
預金取引 
事務委託 
取引 

当行より
建物の一
部賃借 

― 

(注) １ 「主要な事業の内容」欄には、セグメント情報に記載された名称を記載しております。 

２ 上記関係会社のうち、特定子会社に該当する会社はありません。 

３ 上記関係会社のうち、有価証券報告書(又は有価証券届出書)を提出している会社はありません。 

４ 「議決権の所有割合」欄の( )内は子会社による間接所有の割合(内書き)であります。 

５ 「当行との関係内容」の「役員の兼任等」欄の( )内は、当行の役員(内書き)であります。 

６ 持分は100分の50以下でありますが、実質的に支配しているため子会社としております。 

 

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 
 

当行グループは、国内の他行との比較可能性等を考慮し、会計基準につきましては日本基準

を適用しております。 

なお、国際会計基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮のうえ、適

切に対応していく方針であります。 
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

現金預け金 192,122 127,596

商品有価証券 1,392 1,413

有価証券 936,105 992,777

貸出金 1,506,699 1,537,161

外国為替 6,443 8,203

リース債権及びリース投資資産 10,517 11,594

その他資産 21,930 18,705

有形固定資産 29,444 29,465

建物 8,642 8,729

土地 19,182 19,121

リース資産 41 21

建設仮勘定 249 111

その他の有形固定資産 1,328 1,482

無形固定資産 869 930

ソフトウエア 633 515

リース資産 20 11

その他の無形固定資産 214 403

退職給付に係る資産 1,459 2,320

繰延税金資産 298 127

支払承諾見返 7,272 5,907

貸倒引当金 △9,685 △7,034

資産の部合計 2,704,868 2,729,171

負債の部

預金 2,282,090 2,359,644

譲渡性預金 107,120 106,530

債券貸借取引受入担保金 124,304 102,548

借用金 13,050 80

外国為替 229 332

その他負債 42,372 31,153

賞与引当金 836 834

役員賞与引当金 25 25

退職給付に係る負債 838 563

役員退職慰労引当金 7 12

睡眠預金払戻損失引当金 551 643

偶発損失引当金 327 463

利息返還損失引当金 39 35

繰延税金負債 4,896 1,549

再評価に係る繰延税金負債 2,884 2,876

支払承諾 7,272 5,907

負債の部合計 2,586,847 2,613,198
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

純資産の部

資本金 24,538 24,538

資本剰余金 19,002 19,002

利益剰余金 48,196 53,488

自己株式 △1,381 △1,387

株主資本合計 90,355 95,641

その他有価証券評価差額金 35,577 21,296

繰延ヘッジ損益 △7,894 △1,422

土地再評価差額金 2,636 2,616

退職給付に係る調整累計額 △2,844 △2,394

その他の包括利益累計額合計 27,474 20,095

新株予約権 116 156

非支配株主持分 76 78

純資産の部合計 118,021 115,972

負債及び純資産の部合計 2,704,868 2,729,171
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

経常収益 57,818 48,206

資金運用収益 30,309 29,341

貸出金利息 19,285 18,132

有価証券利息配当金 10,900 11,140

コールローン利息及び買入手形利息 31 △2

買現先利息 - △4

預け金利息 47 34

その他の受入利息 44 41

役務取引等収益 7,498 7,423

その他業務収益 17,152 9,219

その他経常収益 2,858 2,222

貸倒引当金戻入益 - 132

償却債権取立益 229 545

その他の経常収益 2,628 1,544

経常費用 44,718 39,056

資金調達費用 2,853 1,965

預金利息 938 603

譲渡性預金利息 40 23

コールマネー利息及び売渡手形利息 0 △3

債券貸借取引支払利息 54 270

借用金利息 79 30

その他の支払利息 1,741 1,040

役務取引等費用 3,530 3,764

その他業務費用 13,519 8,967

営業経費 22,034 22,647

その他経常費用 2,782 1,711

貸倒引当金繰入額 974 -

その他の経常費用 1,807 1,711

経常利益 13,099 9,149

特別利益 11 0

固定資産処分益 11 0

特別損失 133 66

固定資産処分損 109 47

減損損失 23 18

税金等調整前当期純利益 12,978 9,083

法人税、住民税及び事業税 4,091 2,279

法人税等調整額 922 91

法人税等合計 5,013 2,370

当期純利益 7,964 6,712

非支配株主に帰属する当期純利益 198 2

親会社株主に帰属する当期純利益 7,766 6,709

決算短信（宝印刷） 2017年05月08日 20時10分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



- 9 -

㈱北越銀行(8325) 平成29年3月期 決算短信

連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当期純利益 7,964 6,712

その他の包括利益 △680 △7,358

その他有価証券評価差額金 6,311 △14,280

繰延ヘッジ損益 △4,783 6,471

退職給付に係る調整額 △2,361 449

土地再評価差額金 151 -

包括利益 7,283 △645

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 7,067 △648

非支配株主に係る包括利益 215 2
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 24,538 16,965 41,858 △720 82,641

当期変動額

剰余金の配当 △1,452 △1,452

親会社株主に帰属す

る当期純利益
7,766 7,766

自己株式の取得 △714 △714

自己株式の処分 △0 △13 53 39

土地再評価差額金の

取崩
37 37

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

2,036 2,036

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - 2,036 6,337 △661 7,713

当期末残高 24,538 19,002 48,196 △1,381 90,355

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主持

分
純資産合計その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ損

益

土地再評価差

額金

退職給付に係

る調整累計額

その他の包括

利益累計額合

計

当期首残高 29,283 △3,110 2,521 △483 28,210 119 2,591 113,562

当期変動額

剰余金の配当 △1,452

親会社株主に帰属す

る当期純利益
7,766

自己株式の取得 △714

自己株式の処分 39

土地再評価差額金の

取崩
37

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

2,036

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

6,293 △4,783 114 △2,361 △736 △2 △2,515 △3,254

当期変動額合計 6,293 △4,783 114 △2,361 △736 △2 △2,515 4,459

当期末残高 35,577 △7,894 2,636 △2,844 27,474 116 76 118,021
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 24,538 19,002 48,196 △1,381 90,355

当期変動額

剰余金の配当 △1,436 △1,436

親会社株主に帰属す

る当期純利益
6,709 6,709

自己株式の取得 △6 △6

自己株式の処分 △0 0 0

土地再評価差額金の

取崩
20 20

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 5,292 △6 5,286

当期末残高 24,538 19,002 53,488 △1,387 95,641

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主持

分
純資産合計その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ損

益

土地再評価差

額金

退職給付に係

る調整累計額

その他の包括

利益累計額合

計

当期首残高 35,577 △7,894 2,636 △2,844 27,474 116 76 118,021

当期変動額

剰余金の配当 △1,436

親会社株主に帰属す

る当期純利益
6,709

自己株式の取得 △6

自己株式の処分 0

土地再評価差額金の

取崩
20

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△14,280 6,471 △20 449 △7,378 40 2 △7,335

当期変動額合計 △14,280 6,471 △20 449 △7,378 40 2 △2,049

当期末残高 21,296 △1,422 2,616 △2,394 20,095 156 78 115,972
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 12,978 9,083

減価償却費 1,364 1,403

減損損失 23 18

貸倒引当金の増減（△） 1,019 △128

賞与引当金の増減額（△は減少） 2 △2

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 2,500 △861

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 837 △275

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1 4

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） 104 92

偶発損失引当金の増減（△） △73 135

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △0 △3

資金運用収益 △30,309 △29,341

資金調達費用 2,853 1,965

有価証券関係損益（△） 5,029 149

金銭の信託の運用損益（△は運用益） 9 5

為替差損益（△は益） 13 △11

固定資産処分損益（△は益） 98 47

貸出金の純増（△）減 △42,305 △32,985

預金の純増減（△） 67,989 77,554

譲渡性預金の純増減（△） 1,340 △590

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

△54,402 △10,970

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 1,071 9

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 55,365 △21,755

外国為替（資産）の純増（△）減 346 △1,760

外国為替（負債）の純増減（△） 82 102

リース債権及びリース投資資産の純増（△）減 △199 △1,077

資金運用による収入 31,140 29,890

資金調達による支出 △2,846 △2,123

その他 △1,390 12,072

小計 52,642 30,648

法人税等の支払額 △4,122 △3,604

営業活動によるキャッシュ・フロー 48,519 27,044
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △1,284,693 △552,465

有価証券の売却による収入 1,190,258 398,733

有価証券の償還による収入 100,037 67,224

金銭の信託の増加による支出 △2,000 △2,000

金銭の信託の減少による収入 1,990 1,994

有形固定資産の取得による支出 △1,105 △1,401

有形固定資産の売却による収入 322 66

無形固定資産の取得による支出 △564 △277

その他 29 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,274 △88,129

財務活動によるキャッシュ・フロー

劣後特約付借入金の返済による支出 - △2,000

配当金の支払額 △1,453 △1,435

非支配株主への配当金の支払額 △0 △0

自己株式の取得による支出 △714 △6

自己株式の売却による収入 0 0

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△700 -

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の売却
による収入

5 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,862 △3,442

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13 11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 49,917 △64,517

現金及び現金同等物の期首残高 141,890 191,808

現金及び現金同等物の期末残高 191,808 127,290
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

  

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

  「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月 

28日）を当連結会計年度から適用しております。 
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（セグメント情報） 

① 報告セグメントの概要 

当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可

能であり、常務会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象とな

っているものであります。 

当行グループは、当行及び連結子会社４社で構成されており、銀行業務を中心にリース業務、信

用保証業務などの金融サービスに係る事業を行っております。 

したがって、当行グループの業務区分は連結会社の事業の内容により区分しており、「銀行業」、

「リース業」、「信用保証業」を報告セグメントとしております。 

「銀行業」は主に預金業務や貸出業務、為替業務等の銀行業務を行っております。「リース業」

はリース業務、「信用保証業」は信用保証業務を行っております。 

 

② 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、最近の有価証券報告書（平成28年６月22日提

出）「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載と概ね同一であります。報

告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であり、セグメント間の内部経常収益は、第三者間

取引価格に基づいております。 

 

③ 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日) 

       (単位：百万円)

 
報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結 

財務諸表 
計上額 銀行業 リース業 信用保証業 計 

経常収益         

外部顧客に対する 
経常収益 

42,387 4,850 350 47,588 658 48,247 △40 48,206 

セグメント間の内部 
経常収益 

113 639 939 1,691 819 2,511 △2,511 － 

計 42,500 5,489 1,290 49,280 1,478 50,759 △2,552 48,206 

セグメント利益 8,261 764 973 9,998 789 10,787 △1,638 9,149 

セグメント資産 2,720,669 14,815 7,761 2,743,246 3,469 2,746,716 △17,545 2,729,171 

セグメント負債 2,614,514 11,038 3,753 2,629,306 1,606 2,630,913 △17,714 2,613,198 

その他の項目         

減価償却費 1,363 15 11 1,390 12 1,403 － 1,403 

資金運用収益 29,306 15 0 29,322 87 29,409 △68 29,341 

資金調達費用 1,960 50 5 2,017 16 2,033 △68 1,965 

特別利益 0 － － 0 － 0 － 0 

特別損失 66 － － 66 0 66 － 66 

(減損損失) 18 － － 18 － 18 － 18 

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 

1,639 1 17 1,658 20 1,678 － 1,678 

(注) １  一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益
と連結損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しております。 

２  「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務等
であります。 

３  調整額は、以下のとおりであります。 
(1)外部顧客に対する経常収益の調整額は、貸倒引当金繰入額の調整であります。 
(2)その他の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

４  セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 
 

 
当連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
至 平成29年３月31日) 

１株当たり純資産額 4,833円40銭 

１株当たり当期純利益金額 280円18銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 279円26銭 

 
(注)１  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 

 
当連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

純資産の部の合計額(百万円) 115,972 

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 235 

 (うち新株予約権) 156 

 (うち非支配株主持分) 78 

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 115,737 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数(千株) 23,945 

 
(注)２  １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、 

次のとおりであります。 
 

  
当連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
至 平成29年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

 親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 6,709 

 普通株主に帰属しない金額 百万円 ― 

 普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 6,709 

 普通株式の期中平均株式数 千株 23,946 

  
潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

 親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 ― 

 普通株式増加数 千株 79 

  うち新株予約権 千株 79 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり 
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要 

 ― 

 
(注)３ 平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施したことから、１株当

たり純資産額、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ
いては、当連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算定しております。 
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（重要な後発事象） 

当行と株式会社第四銀行の経営統合に関する基本合意について 

 

当行は、平成29年4月5日開催の取締役会において、株式会社第四銀行（以下「第四銀行」といい、

当行と第四銀行を総称して「両行」といいます。）との間で共同株式移転による持株会社の設立及

び持株会社のもとでの将来的な両行の合併を基本方針とする経営統合（以下「本経営統合」といい

ます。）に向け、協議・検討を進めていくことについて基本合意することを決議し、基本合意書を

締結いたしました。 

 

１．本経営統合の理念と目的 

両行は、これまで長きにわたり築き上げてきたお客様との信頼関係、地域とのネットワークを

土台として、従来以上に付加価値の高い金融仲介機能及び情報仲介機能を発揮することで、お客

様や地域から圧倒的に支持される金融グループを目指し、以下に掲げる目的の実現に向けて取り

組んでまいります。 

① 地域への貢献 

両行がそれぞれの営業地盤において培ったお客様との信頼関係や地域への理解を結集させ、

地域密着型金融としてのコンサルティング機能を拡充及び高度化させることにより、地域経済

へより一層貢献してまいります。 

② 金融仲介機能及び情報仲介機能の向上 

両行の融資ノウハウや情報の共有により、両行の営業地盤における金融仲介機能及び情報仲

介機能をより一層向上させてまいります。 

③ 経営の効率化 

規模の経済を働かせた合理化・効率化のメリットを最大限に発揮するとともに、両行の強み

を活かした付加価値の創成により、将来にわたって持続可能なビジネスモデルを構築してまい

ります。 

２．統合の形態 

（１）形態 

両行は、平成30年4月2日を目途に、それぞれの株主総会の承認及び本経営統合を行うにあた

り必要な関係当局の許認可等を得ることを前提として、共同株式移転（以下「本株式移転」と

いいます。）により銀行持株会社（以下「本持株会社」といいます。）を設立すること（本株

式移転の効力発生）に向け、協議・検討を進めてまいります。なお、本持株会社には、平成28

年に成立した改正銀行法を踏まえた、持株会社グループにおける共通・重複機能の集約等も念

頭に、本経営統合の目的の実現を主導するために十分な機能及び権限を持たせる方針です。 

また、両行は、統合効果の最大化を目指すべく、本株式移転の効力発生日から約2年後を目処

に両行の合併を行うことを基本的な方針として、引き続き、協議・検討を進めてまいります。 

（２）今後の方針 

本持株会社は、その普通株式を東京証券取引所市場第一部に上場する予定です。また、両行

は本株式移転により本持株会社の完全子会社となりますので、本株式移転の効力発生日に先立

ち、東京証券取引所を上場廃止となる予定です。 

３．本持株会社の概要 

（１）商号 

株式会社第四北越フィナンシャルグループとします。 

（２）本店所在地及び本社機能 

本店所在地は長岡市とし、主な本社機能は新潟市に置きます。 

（３）機関及び代表取締役 

① 機関：監査等委員会設置会社とします。 

② 代表取締役：代表取締役会長には当行の取締役頭取が、代表取締役社長には第四銀行の

取締役頭取が、それぞれ就任することとします。 

（注）上記は現時点における方針であり、両行の今後の協議等によって変更になる場合がござい

ます。 

４．株式移転比率 

今後実施するデュー・ディリジェンスの結果及び第三者算定機関による株式移転比率算定の結

果等を踏まえて、本株式移転に関する最終契約締結までに決定いたします。 
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５．統合準備委員会の設置 

両行は、円滑な本経営統合の実現に向けて、平成29年4月25日に統合準備委員会を設置し、本経

営統合に関する協議を集中的に行ってまいります。 

６．今後のスケジュール 

平成29年10月（予定） 本株式移転に関する最終契約締結、共同株式移転計画の作成 

平成29年12月（予定） 両行臨時株主総会開催（株式移転計画の承認決議） 

平成30年3月28日（水）（予定） 両行上場廃止日 

平成30年4月2日（月）（予定） 本持株会社の成立日（本株式移転の効力発生日）及び上場日 

（注）上記は現時点における予定であり、両行の今後の協議等によって変更になる場合がござ

います。また、本経営統合の実行にあたっては、銀行法に基づく認可取得及び公正取引

委員会への届出等が必要であり、これらの各種手続との関係で本経営統合の日程が遅延

する事由が生じた場合には、速やかに公表いたします。 

７．第四銀行の概要（平成28年9月末時点） 

商 号 株式会社第四銀行 

創 立 年 月 日 明治6年11月2日 

本 店 所 在 地 新潟県新潟市中央区東堀前通七番町1071番地1 

代 表 者 取締役頭取 並木 富士雄 

資 本 金 32,776百万円     

発 行 済 株 式 数 346,253,472株（注）    

総 資 産 （ 連 結 ） 5,443,847百万円     

純 資 産 （ 連 結 ） 322,037百万円     

預 金 等 残 高 （ 単 体 ） 4,502,244百万円     

貸 出 金 残 高 （ 単 体 ） 3,079,999百万円     

決 算 期 3月31日     

従 業 員 数 （ 連 結 ） 2,683人     

店舗数（出張所含む） 121店舗     

（注）平成29年10月1日付で株式併合（普通株式10株を1株に併合）及び単元株式数の変更

（1,000株を100株に変更）を実施する予定としております。これにより発行済株式数は

311,628,125 株減少し、34,625,347株となる予定です。 
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

資産の部

現金預け金 192,068 127,543

現金 23,585 23,353

預け金 168,482 104,190

商品有価証券 1,392 1,413

商品国債 317 157

商品地方債 1,074 1,255

有価証券 936,303 994,923

国債 465,752 525,799

地方債 56,366 41,007

社債 113,380 112,065

株式 27,387 35,771

その他の証券 273,415 280,280

貸出金 1,515,019 1,545,998

割引手形 12,662 10,721

手形貸付 41,878 32,918

証書貸付 1,308,142 1,328,560

当座貸越 152,336 173,797

外国為替 6,443 8,203

外国他店預け 4,353 6,023

買入外国為替 2,086 2,168

取立外国為替 2 11

その他資産 17,991 13,964

未収収益 3,685 2,822

金融派生商品 4,444 3,073

金融商品等差入担保金 8,396 4,544

その他の資産 1,465 3,523

有形固定資産 28,548 28,573

建物 8,528 8,600

土地 18,493 18,432

建設仮勘定 249 111

その他の有形固定資産 1,277 1,429

無形固定資産 832 909

ソフトウエア 619 507

その他の無形固定資産 212 401

前払年金費用 4,708 5,199

支払承諾見返 7,271 5,907

貸倒引当金 △8,665 △6,015

資産の部合計 2,701,914 2,726,621
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

負債の部

預金 2,288,767 2,362,850

当座預金 105,441 110,979

普通預金 1,146,123 1,231,327

貯蓄預金 29,369 29,863

通知預金 9,570 9,898

定期預金 939,240 922,344

定期積金 76 60

その他の預金 58,945 58,376

譲渡性預金 107,120 111,530

債券貸借取引受入担保金 124,304 102,548

借用金 12,900 -

借入金 12,900 -

外国為替 229 332

売渡外国為替 102 24

未払外国為替 127 307

その他負債 36,637 25,033

未払法人税等 1,846 328

未払費用 1,302 1,142

前受収益 743 760

給付補填備金 0 0

金融派生商品 15,334 4,844

金融商品等受入担保金 1,293 3,809

資産除去債務 53 82

その他の負債 16,062 14,065

賞与引当金 815 813

役員賞与引当金 25 25

睡眠預金払戻損失引当金 551 643

偶発損失引当金 327 463

繰延税金負債 5,911 1,964

再評価に係る繰延税金負債 2,884 2,876

支払承諾 7,271 5,907

負債の部合計 2,587,746 2,614,989
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

純資産の部

資本金 24,538 24,538

資本剰余金 16,964 16,964

資本準備金 16,964 16,964

利益剰余金 43,956 49,247

利益準備金 1,936 2,223

その他利益剰余金 42,020 47,024

繰越利益剰余金 42,020 47,024

自己株式 △1,381 △1,387

株主資本合計 84,077 89,362

その他有価証券評価差額金 35,232 20,918

繰延ヘッジ損益 △7,894 △1,422

土地再評価差額金 2,636 2,616

評価・換算差額等合計 29,974 22,112

新株予約権 116 156

純資産の部合計 114,168 111,631

負債及び純資産の部合計 2,701,914 2,726,621
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

経常収益 52,315 42,562

資金運用収益 30,264 29,306

貸出金利息 19,255 18,115

有価証券利息配当金 10,887 11,124

コールローン利息 31 △2

買現先利息 - △4

預け金利息 45 32

その他の受入利息 44 41

役務取引等収益 6,837 6,737

受入為替手数料 2,292 2,292

その他の役務収益 4,545 4,444

その他業務収益 12,725 4,413

外国為替売買益 305 -

商品有価証券売買益 10 -

国債等債券売却益 3,547 3,621

金融派生商品収益 8,860 791

その他の業務収益 0 0

その他経常収益 2,488 2,105

貸倒引当金戻入益 - 208

償却債権取立益 229 544

株式等売却益 1,468 636

その他の経常収益 791 715

経常費用 40,206 34,235

資金調達費用 2,847 1,960

預金利息 939 603

譲渡性預金利息 40 23

コールマネー利息 0 △3

債券貸借取引支払利息 54 270

借用金利息 72 25

金利スワップ支払利息 1,740 1,041

その他の支払利息 0 △0

役務取引等費用 4,092 4,312

支払為替手数料 370 367

その他の役務費用 3,721 3,945

その他業務費用 9,523 4,576

外国為替売買損 - 171

商品有価証券売買損 - 8

国債等債券売却損 8,934 3,591

国債等債券償還損 588 804

営業経費 21,074 21,719

その他経常費用 2,669 1,666

貸倒引当金繰入額 957 -

貸出金償却 376 1,185

株式等売却損 708 10

金銭の信託運用損 9 5

その他の経常費用 617 464

経常利益 12,109 8,326
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(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

特別利益 11 0

固定資産処分益 11 0

特別損失 133 66

固定資産処分損 109 47

減損損失 23 18

税引前当期純利益 11,987 8,259

法人税、住民税及び事業税 3,729 2,016

法人税等調整額 925 △464

法人税等合計 4,655 1,551

当期純利益 7,332 6,707
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合

計資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益剰

余金

当期首残高 24,538 16,964 0 16,964 1,645 36,406 38,052 △720 78,834

当期変動額

剰余金の配当 △1,452 △1,452 △1,452

当期純利益 7,332 7,332 7,332

自己株式の取得 △714 △714

自己株式の処分 △0 △0 △13 △13 53 39

利益準備金の積立 290 △290 - -

土地再評価差額金の

取崩
37 37 37

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - △0 △0 290 5,613 5,904 △661 5,242

当期末残高 24,538 16,964 - 16,964 1,936 42,020 43,956 △1,381 84,077

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価

証券評価差

額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 29,023 △3,110 2,521 28,434 119 107,387

当期変動額

剰余金の配当 △1,452

当期純利益 7,332

自己株式の取得 △714

自己株式の処分 39

利益準備金の積立 -

土地再評価差額金の

取崩
37

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

6,208 △4,783 114 1,540 △2 1,537

当期変動額合計 6,208 △4,783 114 1,540 △2 6,780

当期末残高 35,232 △7,894 2,636 29,974 116 114,168
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当事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合

計資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益剰

余金

当期首残高 24,538 16,964 16,964 1,936 42,020 43,956 △1,381 84,077

当期変動額

剰余金の配当 △1,436 △1,436 △1,436

当期純利益 6,707 6,707 6,707

自己株式の取得 △6 △6

自己株式の処分 △0 △0 0 0

利益準備金の積立 287 △287 - -

土地再評価差額金の

取崩
20 20 20

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - 287 5,003 5,291 △6 5,284

当期末残高 24,538 16,964 16,964 2,223 47,024 49,247 △1,387 89,362

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価

証券評価差

額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 35,232 △7,894 2,636 29,974 116 114,168

当期変動額

剰余金の配当 △1,436

当期純利益 6,707

自己株式の取得 △6

自己株式の処分 0

利益準備金の積立 -

土地再評価差額金の

取崩
20

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△14,313 6,471 △20 △7,861 40 △7,821

当期変動額合計 △14,313 6,471 △20 △7,861 40 △2,536

当期末残高 20,918 △1,422 2,616 22,112 156 111,631
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